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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成１８年５月１０日の平成１８年３月期決算発表時に公表した業
績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１． 平成１９年３月期 中間業績予想数値の修正（平成１８年４月１日 ～ 平成１８年９月３０日） 
 
（１）単独                              （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 39,000 1,400 200 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 
（平成 18年 8月 3日発表） 

40,000 2,400 700 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 1,000 1,000  500 

増 減 率            （％） 2.6 71.4 250.0 

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 3月期中間） 

36,903 1,032 495 

  

 
（２）連結                              （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 64,000 2,700 700 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 
（平成 18年 8月 3日発表） 

68,000 4,000 1,700 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 4,000 1,300 1,000 

増 減 率            （％） 6.3 48.1 142.9 

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 3月期中間） 

62,194 3,120 1,777 
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２． 修正の理由 

  当社グループの当第 1 四半期の業績は、主力であるグラスファイバー事業が好調を維持し、繊維

事業、建材事業、その他の事業も概ね堅調に推移しました。 

 また、第２四半期についても、原油価格のさらなる高騰など厳しい状況が予想されるものの、グ

ラスファイバー事業をはじめ総じて当第１四半期の基調を維持しつつ推移するものと思われます。 

 このような状況を踏まえ、平成１８年５月１０日の平成１８年 3 月期決算発表時に公表した平成

１９年３月期中間業績予想を上記の通り修正いたします。 

 なお、通期業績予想については、グラスファイバー事業の主用途であるＩＴ関連向けの需要や価

格の動向、原油価格の動向など、事業環境の先行きが不透明なため、現時点での変更はいたしませ

ん。 

 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因に

よって予想数値と異なる場合があります。 

以  上 
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